ご挨拶

支部長の大久保悟でございます。
平素は、会員の皆様に於かれましては、支部運営にご理解ご支援を頂いておりますこと、併せて通常総会のご案内をも差し上げましたところ多くの会員先生方が参会頂き誠に有難うございます。
[bookmark: _GoBack]また、上部団体から石倉会長様、関係団体から村岡社労士協同組合理事長様、埼玉ＳＲ経営労務センター武藤会長様のご臨席を賜りまして通常総会開催が出来ましたこと壇上からではありますが、理事各位を代表しまして感謝を申し上げます。
まずは、この度の通常総会議案書の送付について一部綴じ込み漏れがあり、会員の皆様にお手数ご不便をお掛け致しました。この場をお借りしまして衷心よりお詫びを申し上げます。誠に申し訳ございませんでした。
さて、私達個々人は、労働・社会保険諸法令の職業専門家として社労士法第１条の２（社労士の職責）として、社労士倫理綱領を厳守する中で品位を保持し、業務に関する法令及び実務に精通し、公共の利益を保護するため、公正な立場で業務を行うことを目標として、日々自己研鑽を図ることを求められていることは、ご承知のとおりでございます。
現実社会の現況は、社会経済の激変する中、労働法制・社会保障制度は、複雑混迷を極め、関与先の職場環境等対応方その変化を追従していくには、大変な努力と高度な技能が求められています。会員の先生方の近況をお伺いしますと、個別労使関係の対応の仕方や弁護士との共同作業などの事案が確実に増え、また、研修会・定例会等で知り合った仲間で共働するなど解決を図っておられる会員が散見されるようになりました。
今後にありましては、益々中小零細企業の人事労務管理において、個別労使紛争に至る前に社労士に相談・指導を要請し紛争防止に努め或いは紛争の起きない職場環境樹立に私ども社労士の専門性や関与など役割が大いに期待されるところであり、各位には更なる高度な知識・技能習得が必要となっているのは明らかであります。
これまで社労士側の問題点として、３点が挙げられています。
①労務管理の専門家であることの社会的認識が十分ではないとされていること。
②社労士会組織として、ノウハウの蓄積が不十分であるとされていること。
③個々人としての一匹オオカミ的意識が強い士業であるとされていること。
これらを払拭する改善改革の方法は、如何にあるべきでしょうか？
連合会では、昨年１０月に社労士制度推進戦略室を設置し、これまでの１～２号業務中心の事務手続き屋から業務を拡充し、自由競争意識の強い労務管理コンサルタント業務の中に「商品化」を求めて、果敢に挑戦する姿勢を求めています。加えて、大宮支部では、これまでの３カ年に亘り、開業・勤務等を問わず、また、新人・ベテランを問わず支部事務所を利用しての業務改善、知識技能の習得を希望される会員先生方のノウハウの蓄積や訓練・研鑽に取り組んで参りました。お蔭様で本年３月末日現在、32回の開催で延べ５３７人超の先生方の参加を頂くことができています。
　会員の先生方の中にはいまだに、我々社労士は侍業であり一匹狼だ。人に色々聞くなんて恥知らずと思え。これまで苦労して習得したノウハウは、そう簡単に教えられる訳がない。社労士は顧問先があって一人前だ。等々ご意見があるようです。
しかし、このような考え方は、近じか時代の変革に追従出来ず多くの困難が想像されます。社会に対する責務のあり方、社労士業界を取り巻く利害関係人・ステイク・ホルダーは、職業専門家の業務独占はいつまでも保証されるものではないと考えています。その根拠として規制改革会議では、国民の利便性を第一に考え専門業種９士業いずれも規制緩和の対象として今も検討がなされています。
法律は、国から与えられるものではありません。自らの制度改革は、自ら積極的に取り組み行動して勝ち取るものと、考え方を変えなければ守れません。
一人ではできません。組織的に取り組む必要がここに有り、大宮支部の原点もここにあることを厳に申し上げる次第でございます。
結びに、本日の通常総会が盛会の中に滞りなく終了出来ますよう参会の皆様のご協力ご支援をお願い申し上げまして、ご挨拶とさせて頂きます。
本日は、宜しくお願い申し上げます。


　　平成２６年４月３０日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大宮支部通常総会において

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支部長　大久保　悟

